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2025 年 7 月 30 日（水）～ 8 月 7 日（木） 
  

笑顔でつながる秋田と世界 Let's play Baseball 

Smiles Uniting Akita and the World  Let's play Baseball 
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 大 会 趣 旨                              
 
世界少年野球大会は、日米のホームランキング、王貞治氏とハンク・アーロン氏が、「正しい野球
を全世界に普及・発展させる」とともに、「世界の子どもたちの友情と親善の輪を広げよう」という
趣旨のもと、1990 年に第 1 回大会をアメリカ・ロサンゼルス市で開催して以来、毎年夏に行われ
ています。これまでの参加者の中には、プロ野球や MLB 選手、さらにはナショナルチームの選手
として活躍している方もいます。 
2024年には、記念すべき第 30回大会を福岡県で開催し、大成功を収めました。 
そして今年、第 31 回世界少年野球大会 秋田大会は、秋田県大仙市にて、7 月 30 日（水）から 8
月 7日（木）までの 9日間開催します。野球教室には、世界 11か国・地域から 80名の少年少女が
参加予定です。また、海外からの 1チーム（15名）が秋田県の地元チームと国際交流試合を行いま
す。 
子どもたちは寝食を共にし、野球教室や交流試合、さまざまな交流行事を通じて、国際親善の輪を
広げ、深い絆を築きます。 
 
 

 
 主 催 名 義 等                            
 

＜主 催＞ 一般財団法人世界少年野球推進財団 （WCBF） 
秋田県 
大仙市 
公益財団法人日本野球連盟 

＜実 施 主 体＞ 第 31回世界少年野球大会 秋田大会実行委員会 
＜主 管＞ 世界野球ソフトボール連盟（WBSC） 
＜後 援＞ 外務省 スポーツ庁 公益財団法人全日本軟式野球連盟 

日本放送協会（NHK） NHK グローバルメディアサービス 
朝日新聞社 毎日新聞社 読売新聞社 

＜特 別 協 力＞ 一般財団法人全日本野球協会 
公益財団法人全日本大学野球連盟 
一般社団法人全日本女子野球連盟 
日本プロフェッショナル野球組織（NPB） 
アメリカ・メジャーリーグ・ベースボール（MLB） 

＜テレビ放送＞ NHK Eテレにて放送予定  
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 企 画 概 要                                
 
午前中の野球教室では、世界各国から集まった少年少女たちが、世界野球ソフトボール連盟

（WBSC）選任のコーチから野球の基礎を学びます。また、同時に行う国際交流試合では、海
外からの 1チームが秋田県の地元チームと対戦し、互いの技術を競い合います。 
午後には、日本の文化への理解を深めるとともに、友情と親善の輪を広げることを目的とし

た交流行事を行います。 
＜期 日＞ 2025年 7月 30日（水） ～ 8月 7日（木） 
＜会 場＞ [開 閉 会 式] ふれあい体育館 

 [野 球 教 室] ふれあいスポーツランド ソラーレ A 面 
 [国際交流試合] ふれあいスポーツランド ソラーレ B面 

＜参加者宿舎＞ [野 球 教 室] 西仙北ぬく森温泉 ユメリア 
[国際交流試合] 史跡の里交流プラザ柵の湯 

 
 主 な 参 加 者 一 覧                        
 
＜野球教室＞ 

国・地域名 参加回数 
（今回を含む） 

参加者 
子ども シャペロン ホストスタッフ 

1 ブルキナファソ 1 5 1 1 
2 フィンランド 5 5 1 1 
3 フランス 17 5 1 1 
4 香港 14 5 1 1 
5 マレーシア 12 5 1 1 
6 北マリアナ諸島（サイパン） 7 5 1 1 
7 ニュージーランド 14 5 1 1 
8 シンガポール 11 5 1 1 
9 アメリカ合衆国 31 5 1 1 
10 ベトナム 2 5 1 1 
11 日本 31 30 0 6 

計 80 10 16 
ブルキナファソを含み、世界少年野球大会に参加した国・地域は 100になりました。 
 
＜国際交流試合＞ 

  
 
 
 
  
 

＜他スタッフ＞ 
WBSCコーチ 6名 アシスタントコーチ 9名  事務局ホストスタッフ 4名         

国・地域名 
参加者 

選手 監督・コーチ ホストスタッフ 
1 中華台北 15 3 1 
2 秋田県内少年野球チーム 5チーム 75 15 0 
3 秋田県内 500歳野球チーム 1チーム 20 3 0 

計 110 21 1 
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 公 式 日 程                            
  

日 程 行  事 会場・内容 
7月 30日（水） 参加者到着 

用具配付・グラブケア 

 

西仙北ぬく森温泉 ユメリア 

7月 31日（木） 用具配付・グラブケア 
オリエンテーション 
ウェルカムパーティー 

 

西仙北ぬく森温泉 ユメリア 
 

グランドパレス川端 

8月 1日（金） 記念撮影、開会式 
野 球 教 室 No.1 
国際交流試合 No.1 

ふれあい体育館 
ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 

8月 2日（土） 野 球 教 室  No.2 
国際交流試合 No.2 
交 流 行 事 1 

ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 
日本秋田ふれあい体験① 
 なまはげ太鼓演奏、竿燈の観覧と体験 

8月 3日（日） 野 球 教 室 No.3 
国際交流試合 No.3 
交 流 行 事 2 

ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 
ミニ運動会 

8月 4日（月） 野 球 教 室 No.4 
国際交流試合 No.4 
交 流 行 事 3 

ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 
日本秋田ふれあい体験② 
 はなび・アム見学、花火玉絵付け 
 縁日体験、秋田犬とのふれあい 
ベースボール 5交流会 

8月 5日（火） 野 球 教 室 No.5 
国際交流試合 No.5 
交 流 行 事 4 
グッドウィルパーティー 

ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 
日本秋田ふれあい体験③ 
 手作り体験（杉うちわ作り） 
 秋田ふるさと村見学 
グランドパレス川端 

8月 6日（水） 野 球 教 室 No.6 
国際交流試合 No.6 
記念植樹 
閉会式 

ふれあいスポーツランド ソラーレ A面 
ふれあいスポーツランド ソラーレ B 面 
ふれあいスポーツランド 
ふれあい体育館 

8月 7日（木） 参加者帰国  



令和７年７月 定例記者会見資料 

 

問い合わせ／観光文化スポーツ部スポーツ振興課   ℡０１８７-６３-１１１１（内線３４４） 

                 観光文化スポーツ部スポーツ振興課 

-野球に燃える親父たちの甲子園 開幕- 

第７回全国５００歳野球大会の開催について 

 ７月１２日（土）から１４日（月）までの３日間、第７回全国５００歳野球大会を開催します。 

県内外から３４チーム（過去最多）を迎え、市内６会場を会場に本戦トーナメントと交流戦を

行います。 

本大会には県外から２８チーム（過去最多）が出場し、友好交流都市である座間市、宮崎市、

宮古市からも選抜チームが参加します。また、県内からは６チームが選抜出場し、往年の名プ

レイヤーたちによる素晴らしい熱戦が期待されます。まさに「野球に燃える親父たちの甲子

園」の開幕です。 

 なお、大会初日、大曲球場で行われる第１試合に先立ち、横浜ＤｅＮＡ
デ ィ エ ヌ エ ー

ベイスターズの初代監

督を務め、現在は野球解説者としても活躍中の中畑清さん（一般財団法人世界少年野球推進

財団 評議員）が始球式を行います。 

 日  時  〇開会式・歓迎レセプション   

日時：７月１１日（金）午後５時～ 

会場：グランドパレス川端 

〇試合 ７月１２日（土）～１４日（月） 予備日１５日（火） 

           ※交流戦は大会２日目に実施 
 

 会  場    〇本 戦…大曲球場、神岡野球場、仙北球場、協和野球場 

〇交流戦…ふれあいスポーツランド ソラーレＡ・Ｂ面 
 

 出場資格    〇今年度満５０歳以上になる方（昭和５１年４月１日以前生まれの方） 

          〇出場選手９人の合計年齢が常に５００歳以上であること 
 

 主  催     大仙市・秋田魁新報社（５００歳・５５０歳野球大会実行委員会） 
 

 県内選抜チーム  追分野球クラブ（前回全国５００歳野球大会準優勝） 

          秋銀クラブ（前回全県５００歳野球大会優勝） 

 ナイスミドルＯＢ（前回全県５００歳野球大会準優勝） 

          神岡大浦クラブ、花館クラブ、土川クラブ 
 

 関連事業  国指定名勝「旧池田氏庭園」では、大会期間中、出場チーム 

関係者の入場無料サービスを実施。あわせて出場チームに市内 

観光・文化施設情報を提供します。 
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 問い合わせ／観光文化スポーツ部観光交流課 ℡0187-63-1111(内線 250) 
 

 

 観光文化スポーツ部 観光交流課 

 

-大仙市の観光情報を全国へ発信！- 

だいせん観光ＰＲサポーターの設置について 

 市では、市内観光コンテンツの魅力をより効果的に全国に発信し、本市の知名度向上と観

光誘客を図ることを目的に、「だいせん観光 PRサポーター」を設置します。 

第一弾として、日頃から大仙市の情報を発信していただいている市内在住者３人をサポー

ターに委嘱します。３人には、個々の持つスキルや人脈（芸能活動、店舗経営、SNS 発信など）

を生かし、本市の観光 PRを担っていただきます。 

 

 

■ 選考基準  本市出身又は本市にゆかりがあり、本市の観光コンテンツの魅力を広く 

           PRできる方 

■ 主な活動  （１） 本市観光、特産品、グルメ、スポーツ等の PR活動 

(2) 本市が実施する各種イベントへの協力 

（３） その他市長が必要と認めるもの 

■ 任  期   ２年（再任有）  ※７月委嘱予定 

■ 委  嘱   ３名     

 

 

 

 

 

 

 

 



「HEY！たくちゃん」 プロフィール 

 

 

本   名： 藤谷 拓廊 （ふじや たくろう） 

生年月日： 昭和５６年 7月 2日 

転 入 日： 令和 7年 4月 17日 

 

 

道の駅なかせん内に「鬼そば藤谷総本店」をＯＰＥＮ。 

東京の大人気ラーメン店が大仙市に移転したことで

話題となり、4 月 1 日の開店日から長蛇の列をなす人

気店の店主。 

 2年前から連続で全国花火競技大会「大曲の花火」に

出店、「鬼盛肉焼きそば」を提供し大好評。花火前日及

び翌日には、道の駅なかせんにてポップアップ出店でラーメンを提供し、各日 150

杯ずつ完売。この提供で手ごたえを感じるとともに、お客様の喜ぶ顔を見られたこ

とに感動し、大仙市への移住・店舗移転を決意。移転後 2 か月を経過したが、行列

の絶えない状況。 

 

※営業日は毎日行列なため、なかなか

ラーメンを食べられないとの声も聞か

れることから、店の味をそのままに味

わえる、店主藤谷拓廊監修の「鬼塩らぁ

麺」をインスタント麺で再現、7 月 1 日

よりインターネットショッピングサイトで

注文受付開始し、7 月 31 日からは大

仙市内道の駅など小売店でも順次店頭

発売。 



はるか プロフィール 

 

大仙市在住：22歳 

インスタグラマー(Instagram、threads) 

SNSアカウント『haluka_gram』 

登録者約 1万人 

 

幼少期より郷土芸能、踊りに興味を持ち、小中学

校時代は地元角間川盆踊りの踊り子、大曲農業高校

進学後は、同校郷土芸能部や中仙地域のドンパン祭

りの踊り子ドンパン娘として活躍。 

 高校卒業後は市内企業に就職する傍ら、秋田・大仙

の魅力や楽しみ方を SNS で発信。また、『夏まつり

大曲』など地元イベントのMCとして活動している。 

                                                       

海老らっぴん プロフィール 

 

ユーチューバー 

大仙市在住：４５歳 

YouTubeチャンネル 

【痩せたい女の酒飲みレシピ】 

【海老らっぴん酒】 

登録者約 1万４千人 

 

主にユーチューブで、自宅でできる地元秋田・大仙

の食材を活かした簡単＆ヘルシーな酒飲みレシピを

多数発信。 

また、外飲みチャンネル「海老らっぴん酒」では、全

国の酒場を旅しながら、美味しい料理と人との出会い

をテーマとした動画を発信している。 
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問い合わせ／企画部 総合政策課 ℡0187-63-1111（内線 278） 

 

企画部 総合政策課  

 

-ひろげよう「ＳＤＧｓの輪」- 

大仙市ＳＤＧｓ取組宣言プロジェクトについて 

このプロジェクトは、皆さんからＳＤＧｓに関する具体的な取り組みを宣言していただき、

「見える化」することで、その達成に向けた市全体の機運を高めることを目的に、令和５年度か

ら実施しているものです。お寄せいただいた宣言は、より多くの方にＳＤＧｓへの理解を深め、

積極的に行動に移していただくため、市のホームページなどを通じて広く紹介します。 

ＳＤＧｓの達成には、私たち一人一人が当事者意識を持ち、「自分のこと」として考え、互いに

協力し合いながら日々の生活の中で意識して行動していくことが重要です。たとえ小さくとも、

一人一人が行動を起こすことで、未来を変える大きな力になります。 

このプロジェクトをきっかけに、ＳＤＧｓへの理解や取り組みがより一層促進され、大仙市か

ら秋田県全体、そして全国に「ＳＤＧｓの輪」が広がっていくよう、皆さんからのたくさんのご応

募をお待ちしています。 

 

■ 募集内容 ＳＤＧｓに関する取り組みで「現在取り組んでいること」と「これから取

り組むこと（必須）」 

■ 応募期限 ９月３０日（火） 

■ 部門・ 【個人部門】 市内に在住、または通勤・通学している方 

   応募資格 【団体部門】 市内に所在している企業、団体 

 ※団体部門にご応募いただいた全ての企業・団体の皆さんに秋田県

産の間伐材を使用した「ＳＤＧｓ取組宣言証」を贈呈します。 

■ 応募方法 ①インターネットによる応募 

 ②応募用紙による応募（持参、郵送、ＦＡＸ、メール） 

 ※応募用紙は、総合政策課、各支所市民サービス課に用意している

ほか、市ホームページからダウンロードできます。 

■ その他 ○皆さんの決意表明や企業等のＰＲ用としてご活用いただける「ＳＤＧ

ｓ取組宣言書」の様式を、市のホームページに掲載していますので、

ぜひご活用ください。 

            ○昨年度までにお寄せいただいた宣言は、 

市のホームページに掲載しています。 

              （個人部門：２５人、団体部門：４３企業・団体） 
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問い合わせ／企画部 総合政策課 ℡0187-63-1111（内線 278） 

企画部 総合政策課 

- 「今」と「未来」のために 中学生が活動します - 

令和７年度「大仙市ＳＤＧｓレポーター」について 

ＳＤＧｓの達成に向け、未来を担う若い世代を対象とした「SDGｓレポーター」の活動が   

スタートしました。 

この取り組みは、未来のために積極的に行動しようとする中学生の皆さんを「SDGｓレポー

ター」に任命し、調査・学習などを通じてＳＤＧｓへの理解を深めていただき、中学生の目線か

ら、学んだ成果を広く市民の皆さんに発信していただくものです。 

今年度は、応募いただいた５人をレポーターに任命したところであり、さまざまな活動を通

じてＳＤＧｓの達成に向けた市全体の機運を高めるとともに、地域の課題解決や活性化に向け

て主体的に考え、行動することができる人材の育成につなげていきます。 

活動の様子は、市の広報やホームページなどで随時紹介していきます。 

 

■ SDGｓレポーター  ［写真左から］ 

   小西
こ に し

 希良
き ら

 さん （大曲中学校   ２年） 

   田中
た な か

 彩
あや

菜
な

 さん （大曲南中学校 ２年） 

   最上
も が み

 和香
わ か

 さん （大曲南中学校 ２年） 

   戸澤
と ざ わ

 理子
り こ

 さん （大曲中学校   ３年） 

   木村
き む ら

 煌峨
こ う が

 さん （大曲南中学校 ３年） 

■ 活動内容 

 ○自己調査・学習 

ＳＤＧｓの現状や問題となっていること、目標の達成に向けた 

取り組みなどについて各自調査・学習します。 

 ○勉強会 

６月１２日、市と包括連携協定を締結している「あい

おいニッセイ同和損害保険株式会社」から講師をお

招きし、ＳＤＧｓの現状や課題などについて説明して

いただきました。 

 ○企業等への訪問 

秋田県ＳＤＧｓパートナーや大仙市ＳＤＧｓ取組宣言企業・団体 

など、ＳＤＧｓに積極的に取り組んでいる企業等を訪問します。 

 ○調査・学習成果の発信 

活動を通じて学んだことや感じたことなどをまとめ、 

市の広報やホームページ、ＦＭはなびなどで発信します。 

また、８月に開催する中学生サミットでの発表も予定し 

ています。 

 

勉強会の様子 

昨年度のレポーター
の活動内容も市の
ホームページに掲載
していますので、ぜ
ひご覧ください。 
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 問い合わせ／市民部生活環境課 ℡0187-63-1111(内線 187) 
 

  

市民部生活環境課 

 

-親子でエコアクション！- 

夏休み親子環境学習「親子でめざせ！カーボンニュートラル！」について 

小学生の夏休み期間に合わせて、環境学習イベントを開催いたします。 

本事業は、親子で一緒に地球温暖化について考え、日々の暮らしの中ででき

る「カーボンニュートラル」に向けた取り組みを学ぶことを目的としています。 

講座ではプログラミングを使用し、楽しみながら学べる体験型学習を通じて、

親子で大仙市の温室効果ガス排出量を抑える方法を考えます。 

新たに実施する本事業では、多くの親子にご参加いただき、未来の地球環

境を守るために私たち一人ひとりが日々の暮らしの中で何ができるのかを考

えるきっかけづくりにつなげていきます。 

 

 日  時   ７月２２日（火）午後２時～ 約２時間（午後１時３０分受け付け開始） 

 会  場   花火伝統文化継承資料館 はなび・アム ２階大研修室 

 共  催   日鉄ソリューションズ株式会社（東京都港区） 

 内  容   

 

 

 

 

 

 

 

 対 象  市内の小学５・６年生とその保護者  

          ※「大仙ふるさと博士」対象事業（２ポイント） 

 申し込み方法   ７月３日（木）午前９時から１１日（金）午後３時までの期間中に 

 市ＨＰの受付フォームから申し込み 

 定 員  先着２５組（参加費無料） 

 そ の 他   当日は学校で使用しているタブレットを使用します。 

環境学習で使用するアクションマップ（概要） 

大仙市専用に開発した CO２排出量

シミュレーター上で、CO２排出量を

減らすための「アクション（行動）」を

どれだけ行えばカーボンニュートラ

ルが実現するか、 

「コスト」と「がんばり度」にも目を配

りながらシミュレートします。 

〇アクションリストの具体例 

⚫ エコドライブを実施する 

⚫ プラスチックごみの分別をする etc 



📅

🏢

👥

２ポイント
だよ!!
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問い合わせ／西仙北支所地域活性化推進室 ℡0187-75-2965(直通) 
 

西仙北支所地域活性化推進室 

 

 

-地域の風土が香るクラフトビール- 

西仙北の地ビール「大
お お

綱
つ な

麦酒
ビ ー ル

」発売 

 ７月１日(火)に、西仙北の地ビール「大綱麦酒」の発売が開始されます。 

「大綱麦酒」は、西仙北地域の「大沢郷地域おこし組合」と、秋田市のクラフトビール醸造所

「秋田あくらビール」が協働開発したもので、誕生から今年で６年目を迎えます。 

大沢郷地区の「雄清水
お し ず

・雌清水
め し ず

の湧水」や、地元産の小麦と米、地域内で生まれた酵母など

を原材料としており、すっきりとした飲み口と、柑橘系のフルーティーな香りが特長です。 

地元の恵みが詰まった「大綱麦酒」を多くの皆さんに味わっていただくことで、西仙北地域

の魅力を知っていただくきっかけとなり、地域活性化にもつながることを期待しています。 

 

 発売日 ７月１日(火) 2,000本限定販売 ※売り切れ次第終了 

 内容量    330ml 

 価 格     1本 590円  

※ 売り上げ 1本につき、10円が西仙北地域大沢郷地区のさま

ざまな取り組みに活用されます。 

 販売店    西仙北地域の酒販店、西仙北ぬく森温泉ユメリア 

大仙市観光情報センター「グランポール」（JR大曲駅２階） 

          県内スーパー、道の駅 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⼤綱⻨酒⼤綱⻨酒
7/1(⽕)~7/1(⽕)~
2000本
限定販売
2000本
限定販売

⼤仙市⻄仙北地域の酒販店

⻄仙北ぬく森温泉ユメリア

⼤仙市⻄仙北地域の酒販店
⻄仙北ぬく森温泉ユメリア

⼤仙市⼤沢郷地区の湧⽔「雄清⽔・雌清⽔」で作った⼤仙市⼤沢郷地区の湧⽔「雄清⽔・雌清⽔」で作った

詳しくはこちらから！詳しくはこちらから！秋⽥あくらビール

×
⼤沢郷地域おこし組合

販

売

店

販
売
店

⼤仙市観光情報センター「グランポール」⼤仙市観光情報センター「グランポール」

県内スーパー・道の駅など県内スーパー・道の駅など

１本の売り上げにつき、10円が

⼤沢郷地区の様々な取り組みに活⽤されます。

１本の売り上げにつき、10円が
⼤沢郷地区の様々な取り組みに活⽤されます。

１本５９０円

３３０ml

１本５９０円
３３０ml



 

 

 

 

 
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 問い合わせ／南外支所地域活性化推進室 ℡0187-74-2112(直通) 
 

 南外支所地域活性化推進室 

 

-地域の新たな拠点施設で防災について考えよう- 

「防災教室 in南外」の開催について 

７月５日（土）、南楢岡コミュニティセンターの竣工と地域の防災意識向上を目的に「防災教

室 in南外」を開催します。 

南楢岡コミュニティセンターは、地域住民の交流の場としての役割のみならず、有事の際は

指定避難所という機能も有しており、備蓄用倉庫や非常用発電設備を備えた地域の防災拠点

です。 

地域住民の皆さんに防災にかかる設備や備品を見て、触れられる場を提供し、地域ぐるみ

で防災意識を高める機会にしたいと考えています。 

 

 

 日  時  ７月 ５日（土） 午前９時～正午（予定） 

 会  場   【第１会場】 南楢岡コミュニティセンター（大仙市南外字坊田２４０） 

【第２会場】 大曲消防署西分署（大仙市南外字坊田黒沢１５２） 

 内  容   【第１会場】 施設に常備している段ボールベッドなどの防災備品展

示のほか、南外地域初出演となる「大仙市消防団音楽隊」による演

奏会を実施。 

【第２会場】 「はしご車乗車体験」や「放水体験」などを実施。 

 そ の 他 ○「はしご車乗車体験」参加希望の方には、当日午前９時から第２会 

場で整理券を配布します。(先着３０組) 

〇南外小学校臨時駐車場から第１会場まで無料シャトルバスを運行 

します。各会場の駐車スペースに限りがありますので、シャトルバ 

スのご利用をお願いします。 

 

南楢岡コミュニティセンター 
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 問い合わせ／観光文化スポーツ部観光交流課 ℡0187-63-1111(内線 250) 
 

 

 観光文化スポーツ部 観光交流課 

 

 
-爽快ランとアクティビティ体験で夏を満喫しよう- 

「大仙アウトドアフェス＆大台スキー場ゲレンデラン」の開催について 

  

７月６日（日）に、大仙市大台スキー場で「大仙アウトドアフェス＆大台スキー場ゲレンデラ

ン」を開催します。 

ゲレンデの全長約 1km を駆け上がるハードなランニングイベントで、登りきった頂上では

絶景が楽しめ、夏の爽やかな風を感じることができるアウトドアアクティビティです。 

当地を会場としたこのイベントは今年で４回目の開催となります。昨年は 56 人のランナーの

参加がありました。（県内 55人、県外 1人） 

今年はアウトドアフェスとして気球体験のほか、誰でも参加できるアクティビティ体験を多

数準備しています。大仙市の魅力ある自然を多くの皆さんに楽しんで体感いただくことを目

指します。 

 

 日  時 ７月 ６日（日） 午前 9時～午後３時（予定） 

 会  場 大台スキー場 （大仙市太田町川口大台１−２） 

 内  容 大台スキー場ロッジ付近のスタート地点から頂上の展望駐車場の 

ゴールへ、全長約 1ｋｍ、標高差 250ｍを、制限時間１時間以内に

駆け上ります。  

 参加費  中学生以下 大人 親子 

 
ゲレンデラン 

1,000円 1,500円 2,000円 

 ※当日参加申し込みをした方は、上記金額に 500円加算 

 気球体験 ５００円 1,000円  

※ ゲレンデランの当日参加申し込みの受付時間は、午前8時45分

からスタート直前まで。定員(150人)に達し次第、受け付け終了。 

※ 気球体験の飛行時間は、約１０分です。参加希望者の方には、当

日午前 8時 45分から整理券を配布します。（先着３０組） 

 その他 ⚫ 悪天候等で開催中止の場合は、当日午前 7 時までに「NPO 法

人スポーツコミッション秋田」Facebookでお知らせします。 

⚫ 気球体験は、ゲレンデランとは別に、天候状況により中止する

場合があります。 
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 問い合わせ／大仙市教育委員会事務局生涯学習課 ℡0187-63-1111(内線 338) 

 

教育委員会事務局 生涯学習課 

 

-大仙の魅力再発見- 

大仙市ふるさと探訪楽園
が く え ん

ツアー 

市教育委員会では、市民の皆さんが市内の地域資源を探訪し、ふるさとの魅力を再発見で

きる「大仙市ふるさと探訪楽園ツアー」を実施します。 

市内各地を職員や地域の方がガイドとなり案内しますので、知られているようで知られて

いない市の魅力を再認識し、体験できる機会となります。気軽に参加できるメニュ-を取り揃

えていますので、多くの皆さんに参加していただきたいと思います。 

 

神岡・西仙北の地元企業訪問ツアー  

 日時／７月２３日（水）午前９時～正午 

 集合・解散場所／大綱交流館、またはかみおか嶽雄館を選

択できます。 

 内容／「地元企業の『ナガイ白衣』（神岡）と『秋田今野商店』

（西仙北）を見学しよう」 

 対象・定員・参加費／市内在住の方・２０人・無料 

 申込期限／７月１４日（月） 

 問い合わせ・申し込み／大綱交流館    電話 0187-75-1115 

 問い合わせ・申し込み／神岡中央公民館 電話 0187-72-2501 

きょうわの施設探訪  

 日時／７月２４日（木）午後０時３０分～４時３０分 

 集合・解散場所／協和市民センター（和ピア） 

 内容／「協和ダム・物部長穂記念館・荒川鉱山を見学しよう」 

 対象・定員・参加費／市内在住の方・２０人・無料 

 申込期限／７月１４日（月） 

 問い合わせ・申し込み／協和公民館 電話 018-892-3820 

 

○ 参加特典 ／  

☆ 健幸まちづくりプロジェクト参加者には５０ポイント付与 

☆ 小・中学生には「ふるさと博士」２ポイント付与 

協和ダム 

荒川鉱山跡地 

秋田今野商店 

ナガイ白衣工場内 
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 問い合わせ／教育委員会事務局 生涯学習課 南外公民館  ℡0187-74-2130 
 

観光文化スポーツ部 スポーツ振興課 

 

 

-全県から選抜された１６チームの戦い！- 

第３０回 魁星旗争奪全県５５０歳野球大会について 

 

「第３０回魁星旗争奪全県５５０歳野球大会」を、７月２６日（土）から７月２８日（月）までの３

日間、市内３球場を会場に開催します。 

本大会は、全県５５０歳野球大会および全県５００歳野球大会の前回大会の実績を踏まえ、

選抜した１６チーム（内、開催地枠２チーム）による栄えある大会となっています。 

往年の名プレイヤーによる素晴らしい試合が期待されますので、多くの皆さんから観戦、応

援をしていただきたいと思います。 

 

 

■ 日 時    ７月２６日（土）～２８日（月） ［予備日］７月２９日(火)・３０日(水) 

※熱中症対策のため開会式は行わない 

〇 大会１・２日目 午前９時       第１試合開始 

〇 大会３日目  午前９時３０分  決勝戦開始 

 

■ 会 場    Ａ．南外山村運動広場 （主会場） 

Ｂ．南外小学校グラウンド 

Ｃ．神岡小学校グラウンド     

 

■ 出場資格等 〇 出場資格：昭和４４年４月１日以前に生まれた方 

〇 出場選手９人の合計年齢が常に５５０歳以上であること 

〇 試合は５イニングとする 

 

■ 主   催   秋田魁新報社、大仙市、秋田県野球協会 

（５００歳・５５０歳野球大会実行委員会） 

 

■ 市内出場チーム 楢岡クラブ （南外・開催地枠） 

           神宮寺嶽クラブ （神岡・開催地枠） 

   花館クラブ （大曲） 
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問い合わせ／教育委員会事務局教育指導課 教育研究所 ℡0187-63-９４００(内線３２１) 
 

教育委員会事務局 教育指導課 

 

-「大仙ふるさと博士育成」事業 ふるさとを学ぶ 夏の体験活動- 

夏の特別企画「ふるさと農業体験DAY」と「企業見学ＤＡＹ」 について 

７月下旬から８月上旬にかけて、令和７年度「大仙ふるさと博士育成」事業夏の特別企画「企

業見学ＤＡＹ」と「ふるさと農業体験ＤＡＹ」を実施します。 

今年度で１０年目を迎える本事業は、小学校３年生から中学校３年生までを対象に、夏季休

業中に特別企画を行ってきました。 

大仙市内の６つの事業所において、児童生徒が見学や体験活動を行います。例年、募集人

員を大幅に上回る申込みがあり、児童生徒や保護者の関心の高い見学・体験活動です。 

ふるさとの魅力に触れる本事業が、児童生徒のふるさとへの愛着心を高めるとともに、ふ

るさとの未来を拓く人材の育成につながることを期待しています。 

 

企業見学DAY 

 場所及び日時・定員 

① エイブリック株式会社［大曲・電子部品等製造］ 

７月２４日（木）午前１０時～１１時３０分・１０人 

② 株式会社大仙バイオマスエナジー［協和・バイオマス発電］ 

７月３０日（水）午前１０時～１１時３０分・１０人 

③ ナガイ白衣工業株式会社ソーイングセンター［神岡・白衣類製造］ 

８月６日（水） 午前１０時 30分～１１時３０分・１０人 

ふるさと農業体験DAY 

 場所及び日時・定員 

① 大仙市農業振興情報センター  

⚫ 西部新規就農者研修施設［西仙北］・８月２日（土）午前 9時～正午・定員なし 

⚫ 東部新規就農者研修施設［太田］・８月９日（土）午前 9時～正午・定員なし 

※ 同センター主催の「オープンキャンパス」とのコラボ企画 

② 農事組合法人たねっこ［協和］・８月４日（月）午前 9時 30分～11時・２０人 

③ 秋田県立農業科学館［大曲］・８月５日（火） 午前１０時～１１時・１５人 

※ ②・③では夏野菜の収穫体験を行います。 
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■主催／大仙市・自衛隊大仙市大曲家族会
■お問い合わせ先／大曲市民会館（8：30 ～17：15／月曜休館）TEL.0187-63-8766

吹奏楽の最高峰が珠玉の名曲をお届けします

入場無料／全席自由席 ※入場整理券が
　必要です

◆日時／６月７日● 8：30 ～
◆場所／大曲市民会館（大曲中央公民館 大研修室）

土

海上自衛隊

コンサート

大曲市民会館 大ホール会 場

開場13：00
開演14：00

日 時 Ｘ（旧 Twitter）
海上自衛隊


